
来日直後の日本語がおぼつかない在日ネパール人児童に対する
効果的な学習支援体制構築プロジェクト（フェーズ１）

■実施団体
（団体名） 特定非営利活動法人 SEWA

（所在地） 福岡県

（ウェブサイト） https://npo-sewa.com/

■事業期間 2023年10月～2024年9月

■対象国・地域 日本・全国

■事業目標
来日直後で日本語ができない在日ネパール人児童
の小学校の授業における学習を支援すること

■事業内容
在日ネパール人児童向けの算数の副教材の作成・
活用、および支援員に対するサポート
※教材のダウンロードはこちらから→

■事業実施の背景
在日ネパール人の急増に伴い、特に家族滞在者の
子どものケアが課題となっている

日本国内の多文化共生社会の構築推進、外国人材受入れ支援に関する事業事業分野

世界の人びとのためのJICA基金活用事業

ネパールのJICA海外協力隊員が立ち上げた
NPO団体。当初、6年生用の算数の副教材や
異文化理解教材を作成。本事業では、小学校
3-5年生の算数の副教材（啓林館・東京書籍）
を作成し、その使い方セミナーも実施。

団体のこれまでの取り組み

単語帳形式ではなく、教科書の隣に置き、順
に読んでいけば分かるように工夫されている。
また、ネパール語、日本語、英語が併記され
ており、日本語を学ぶだけではなく、母語を学
ぶことや、指導する方が英語の表現を学ぶこ
とにも活用可能である。

事業実施の工夫点・成果

2023年度採択

https://npo-sewa.com/
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